
 
北
陸
の
名
刹
、 

骨
佛
の
寺
で
知
ら 

れ
る
西
福
寺
は
、 

正
平
二
十
三
年
、 

良
如
上
人
智
水
大 

和
尚
が
開
基
せ
ら 

れ
て
よ
り
す
で
に 

六
百
五
十
余
年
の
星
霜
を
経
て
お
り
ま
す
。
寺
伝

に
よ
れ
ば
、
後
光
厳
天
皇
（
北
朝
）
よ
り
寺
領
と

伽
藍
建
立
の
勅
許
を
、
後
円
融
上
皇
よ
り
『
勅
願

所
』
の
院
宣
を
賜
る
等
の
他
、
阿
弥
陀
堂
本
尊
は

平
重
盛
公
の
念
持
佛
で
あ
る
こ
と
や
、
御
影
堂
の

法
然
上
人
尊
像
は
上
人
七
十
一
才
当
時
の
御
自
作

と
言
わ
れ
、
弟
子
の
勢
観
房
が
浄
土
宗
念
佛
弘
通

の
た
め
北
陸
地
方
勧
化
行
脚
の
お
り
奉
持
さ
れ
た

法
然
上
人
の
御
分
身
像
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。 

 

か
つ
て
は
七
堂
伽
藍
を
備
え
五
十
三
ヶ
寺
の
末

寺
と
二
十
町
歩
に
及
ぶ
田
畑
を
有
し
、
浄
土
宗
の

別
格
本
山
の
威
容
を
誇
り
、
尚
且
つ
、
全
国
的
に

も
ま
れ
に
み
る
御
影
堂
づ
く
り
の
古
刹
と
し
て
知

ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

平
成
二
十
年
に
、
阿
弥
陀
堂
に
つ
い
で
御
影
堂

（
大
殿
）
・
書
院
・
庫
裏
が
重
要
文
化
財
と
し
て

の
国
の
指
定
を
受
け
、
さ
ら
に
他
の
六
棟
の
堂
宇

も
市
指
定
文
化
財
と
し
て
脚
光
を
浴
び
る
機
会
を

得
た
こ
と
を
機
に
、
こ
れ
ら
西
福
寺
に
伝
わ
る
貴

重
な
文
化
財
の
数
々
と
伝
統
建
造
物
を
継
承
保
存

す
べ
く
、
市
内
外
の
政
治
・
経
済
・
文
化
・
観
光

等
、
各
界
・
各
層
の
文
化
財
愛
好
の
識
者
、
広
く

は
市
民
の
方
々
の
ご
理
解
、
ご
支
援
を
い
た
だ
い

て
新
た
に
西
福
寺
文
化
財
修
理
事
業
奉
賛
会
を
設

立
し
、
こ
れ
ら
建
造
物
文
化
財
の
修
復
整
備
の
大

事
業
完
遂
に
邁
進
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

 

名
刹 

西
福
寺
修
復
の
た
め
に
特
段
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
伏
し
て
懇
願
申
し
上

げ
ま
す
。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

合
掌 
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よ
う
こ
そ
皆 

様
、
西
福
寺
に 

ご
縁
く
だ
さ
い 

ま
し
た
！
『
東 

の
氣
比
神
宮
、 

西
の
西
福
寺
』 

ま
た
は
『
古
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
』
西
福
寺
で

ご
ざ
い
ま
す
。
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
は
い
く

つ
も
あ
り
ま
す
が
、
天
皇
の
願
い
に
よ
っ
て

始
ま
り
、
歴
代
将
軍
の
祈
願
所
に
も
な
っ
て

数
々
の
支
援
も
い
た
だ
き
続
け
、
歴
代
住
職

は
天
皇
の
お
側
に
呼
ば
れ
た
り
将
軍
に
近
い

方
か
ら
幾
人
も
で
て
家
康
の
お
孫
さ
ん
が
住

職
？
！
こ
ん
な
に
す
ご
い
お
寺
が
あ
る
ん
だ

と
、
こ
こ
で
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
よ
う

に
な
っ
て
か
ら
知
っ
た
敦
賀
の
す
ご
い
こ
と

の
一
つ
で
す
。 

 

改
め
ま
し
て
、
西
福
寺
寺
務
の
中
村
尊
子

で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

い
よ
い
よ
！
総
本
山
と
そ
う
変
わ
ら
な
い

く
ら
い
の
大
き
な
大
き
な
御
影
堂
が
修
復
に

入
り
ま
す
が
、
こ
の
大
き
さ
で
す
か
ら
修
復

完
了
予
定
は
十
年
後
。
庫
裏(

く
り)

（
寺
務

所
等
が
あ
る
エ
リ
ア
）
と
大
玄
関
は
そ
こ
か

ら
五
年
か
け
て
修
復
で
す
。
こ
の
よ
う
な
大

事
業
は
敦
賀
市
に
と
っ
て
も
こ
れ
以
上
な
い

も
の
。
力
の
入
り
方
が
違
い
ま
す
。
市
の
補

助
要
綱
を
変
更
し
て
の
大
応
援
を
い
た
だ
き

ま
す
！
前
々
か
ら
皆
さ
ん
に
こ
の
西
福
寺
の

空
間
を
体
験
体
感
し
に
い
ら
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
願
っ
て
き
ま
し
た
が
、
ま
す
ま
す
こ

の
想
い
は
強
く
な
り
ま
す
。
何
度
で
も
堪
能

し
た
く
な
る
西
福
寺
、
つ
い
行
き
た
く
な
る

仕
掛
け
を
つ
く
り
ま
す
よ
！ 
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皆
さ
ん
に
と
っ
て
の
お
寺
さ
ん

は
ど
の
よ
う
な
場
所
で
し
ょ
う
か
。 

 
 

 

子
供
の
頃
の
私
に
は
、
夏
の
合

宿
や
肝
試
し
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
に
備
え
て
の
境
内
で
の
練
習
な

ど
学
校
か
ら
帰
っ
て
皆
と
集
合
す

る
と
て
も
身
近
な
場
所
で
し
た
。 

 

今
回
、
西
福
寺
さ
ん
を
取
り
上

げ
ま
し
た
が
、
早
朝
に
は
近
所
の

皆
さ
ん
が
お
参
り
さ
れ
、
昼
間
は

観
光
の
お
客
さ
ん
の
訪
問
が
あ
り
、

四
季
折
々
の
景
色
、
美
し
さ
に
触

れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。 

 

西
福
寺
は
、
勝
運
の
寺
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
南
北
朝
の
動
乱

の
頃
、
後
小
松
天
皇
は
、
国
民
の

困
窮
を
嘆
か
れ
、
一
日
も
早
い
戦

乱
の
終
結
と
平
和
の
到
来
を
切
望

さ
れ
、
良
如
上
人
に
、
越
前
敦
賀

の
西
福
寺
に
て
祈
願
す
る
よ
う
勅

命
を
下
さ
れ
ま
し
た
。
良
如
上
人

が
祈
願
を
始
め
て
か
ら
二
年
目
に

は
戦
乱
は
収
斂
し
、
南
北
の
統
一

朝
が
実
現
し
、
後
小
松
天
皇
が
初

代
の
統
一
天
皇
と
し
て
即
位
さ
れ

ま
し
た
。
そ
れ
以
後
、
西
福
寺
は

戦
勝
と
平
和
到
来
を
祈
願
す
る
勅

願
寺
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
始
め
、
世
界
各

地
の
紛
争
の
終
結
、
平
和
を
願
っ

て
、
西
福
寺
を
訪
問
さ
れ
て
は
如

何
で
し
ょ
う
か
。 

 
 

（
将
） 
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敦
賀
の
み
ど
こ
ろ 

⑤ 

越
の
秀
嶺 

大
原
山 

西
福
寺 

御
影
堂
（
重
要
文
化
財
） 

 

御
影
堂
は
、
１
８
１
１
年
の
建

立
で
、
入
母
屋
造
桟
瓦
葺
の
十
四

間
四
面
の
堂
々
と
し
た
御
堂
で
、

地
元
で
は
大
殿
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
円
光
大
師
（
法
然
上
人
）
の

木
像
、
そ
の
両
脇
に
開
山
上
人

（
良
如
上
人
）
と
中
興
上
人
（
道

残
上
人
）
の
像
を
祀
っ
て
い
ま
す
。 

 

阿
弥
陀
堂
・
渡
廊
下
（
重
要
文
化
財
） 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

阿
弥
陀
堂
は
、
１
５
９
３
年
に

越
前
一
乗
谷
か
ら
移
築
し
た
と
伝

え
ら
れ
、
も
と
は
小
規
模
な
仏
堂

で
し
た
が
、
西
福
寺
に
移
築
し
た

際
、
裳
階
付
き
重
層
の
仏
堂
に
改

築
し
た
よ
う
で
す
。
特
徴
あ
る
二

重
屋
根
の
「
阿
弥
陀
堂
」
で
す
。 

 

 

渡
廊
下
は
、
国
内
で
も
こ
こ
以

外
に
例
を
見
な 

い
貴
重
な
構
造 

物
で
す
。
阿
弥 

陀
堂
の
北
側
か 

ら
３
箇
所
の
折 

れ
で
雁
行
し
な 

が
ら
池
の
上
を 

渡
り
、
御
影
堂 

の
西
側
に
接
続 

 

暁
天(

ぎ
ょ
う
て
ん)

講
座
（
夏
の

早
朝
法
話
：
八
月
三
日
～
四
日
） 

 
 

 

京
都
で
は
お
な
じ
み
の
夏
の
風

物
詩
を
西
福
寺
で
も
行
っ
て
い
ま

す
。
朝
六
時
ス
タ
ー
ト
。
三
日
は

西
福
寺
住
職
が
、
四
日
は
特
別
ゲ

ス
ト
が
登
場
し
ま
す
。
お
話
し
の

後
は
、
地
区
婦
人
部
の
手
作
り
お

粥
と
香
の
物
を
ご
供
養
と
し
て
お

召
し
上
が
り
く
だ
さ
い
。 

法
話
の
会
（
毎
月
三
日
）
都
合
に

よ
り
休
み
の
月
が
あ
り
ま
す 

 

午
後
二
時
よ
り
。
住
職
と
一
緒

に
南
無
阿
弥
陀
仏
を
唱
え
た
ら
、

時
事
関
連
か
ら
生
き
る
上
で
の
智

恵
ま
で
、
幅
広
い
話
題
を
ご
一
緒

に
お
聞
き
し
ま
し
ょ
う
。 

修
養
会
（
日
時
応
相
談
） 

 

読
経
・
写
経
・
清
掃
で
心
も
躰 

観  光 
スポット 
紹  介 

な
が
り
が
深
い
寺
で
す
。 

 

徳
川
御
三
家
・
御
三
卿
・
越
前
松 

平
家
の
方
が
ご
住
職
と
な
ら
れ
た
寺

は
『
秀
嶺
』
と
呼
ば
れ
、
西
福
寺
は

特
に
十
五
弁
の
三
つ
葉
葵
の
紋
の
使

用
を
許
さ
れ
た
寺
で
す
。 

 

西
福
寺
二
十
一
世
見
蓮
社
正
誉
上

人
良
和
呑
榮
大
和
尚
は
、
福
井
藩
主

結
城
秀
康
公
の
庶
子
で
あ
り
、
松
平

忠
直
公
の
異
母
弟
に
し
て
、
西
福
寺

興
隆
に
尽
力
し
た
大
徳
で
す
。
山
内

に
は
、
書
院
（
結
城
秀
康
公
寄
進
）

や
鬱
金
桜
（
松
平
忠
直
公
御
手
植
）
、

ま
た
宝
物
と
し
て
越
前
松
平
家
と
の

関
係
が
し
の
ば
れ
る
古
文
書
・
文
化

財
が
多
く
遺
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

現
在
も
、
徳
川
歴
代
将
軍
の
位
碑
を

奉
安
し
て
い
ま
す
。 

骨
佛
の
寺 

骨
仏
と
は
故
人
の
遺
骨

で
作
ら
れ
た
仏
様
（
阿
弥
陀
如
来

像
）
で
す
。
當
山
開
山
上
人
の
時
代

よ
り
、
浄
土
の
一
蓮
托
生
の
結
縁
を 

 

 

西
福
寺
は
、
敦
賀
平
野
北
西
部
の
通
称
大
原
山
の
南
麓
に
あ
る
浄
土
宗
の
大
寺
院
で
す
。
寺
伝
に
よ
れ
ば
１
３
６
８
年
、
良
如
上
人
の
開

基
で
、
上
人
が
敦
賀
で
阿
弥
陀
三
尊
が
原
の
地
に
留
ま
っ
た
の
を
見
て
、
自
ら
創
建
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

西
福
寺
に
は
、
こ
こ
で
は
書
き
表
せ
な
い
歴
史
と
見
ど
こ
ろ
が
沢
山
あ
り
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
つ
る
が
は
、
鉄
道
に
関
す
る
専
門
家
を
お
招
き
し
た
講
演
会
を
広
く

市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
紹
介
す
る
鉄
道
カ
フ
ェ
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ガ
イ
ド
つ
る
が
の
会
員

自
ら
の
研
鑽
と
会
員
相
互
の
親
睦
を
兼
ね
た
研
修
も
適
宜
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。 

本
の
近
代
化
を
支
え
大
き
く
経
済 

と
文
化
を
進
展
さ
せ
た
の
か
と
思

い
、
し
ば
し
感
慨
に
浸
り
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
、
こ
の
鉄
道
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
、
１
９
４
０
年
に
命
の

ビ
ザ
を
携
え
た
数
千
人
の
ユ
ダ
ヤ

人
難
民
が
敦
賀
港
に
上
陸
し
、
命

が
救
わ
れ
た
の
で
す
。
悲
惨
な
戦

争
の
時
代
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
、

そ
れ
で
も
汽
笛
を
鳴
ら
し
、
Ｓ
Ｌ

は
走
っ
て
い
た
の
で
す
。
８
０
ト

ン
の
巨
体
に
鞭
う
ち
な
が
ら
、
勇

気
と
希
望
を
届
け
る
た
め
に
走
り

抜
け
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

『
今
あ
る
も
の
（
歴
史
・
遺

産
）
を
生
か
す
。
今
生
き
て
い
る

人
が
伝
え
る
。
』
（
廃
線
ト
ン
ネ

ル
等
研
究
家 

花
田
欣
也
氏
） 

 

先
人
た
ち
が
残
し
て
く
れ
た
こ

の
鉄
道
遺
産
（
令
和
２
年
『
日
本

遺
産
』
に
認
定
）
を
大
切
に
し
、

こ
の
物
語
を
誇
り
と
し
て
、
こ
れ

か
ら
も
伝
え
て
行
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。 

 
 
 

浜 

康
行 

鉄

道

カ

フ

ェ

と

県

外

研

修 
  

 

新
幹
線
敦
賀
駅
の
壁
面
は
き
ら

き
ら
光
る
波
の
海
原
。
そ
こ
か
ら

翼
を
広
げ
て
飛
翔
す
る
ユ
リ
カ
モ

メ
の
大
屋
根 

が
市
街
か
ら 

で
も
見
え
て 

き
ま
し
た
。 

 

11
月
26
日 

に
、
「
新
幹 

線
が
や
っ
て 

く
る
」
と
題 

し
た
４
回
目 

と
な
る
鉄
道 

カ
フ
ェ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
は
鉄
道
・
運
輸
機
構
の
阿
部
祐

介
様
か
ら
、
新
幹
線
の
概
要
や
敦

賀
駅
と
車
両
基
地
に
つ
い
て
ご
説

明
頂
き
ま
し
た
。 

 

敦
賀
は
北
陸
新
幹
線
の
終
着
駅

に
な
り
ま
す
。
駅
の
ホ
ー
ム
は
２

面
４
線
の
広
い
駅
に
な
り
、
３
階

は
新
幹
線
発
着
ホ
ー
ム
、
１
階
は

在
来
線
特
急
が
発
着
し
、
２
階
は

乗
り
継
ぎ
の
広
い
コ
ン
コ
ー
ス
と

な
り
ま
す
。
乗
り
換
え
改
札
口
は

米
原
駅
の
３
倍
近
い
１
９
通
路
に

も
な
る
よ
う
で
す
。
コ
ン
コ
ー
ス

は
北
前
船
の
帆
の
イ
メ
ー
ジ
の
天

井
で
、
柱
に
は
敦
賀
の
山
車
の
水

引
幕
を
模
し
た
も
の
も
展
示
さ
れ

る
と
の
こ
と
で
す
。 

 

ま
た
、
車
両
基
地
に
つ
い
て
の 

説
明
で
は
、
新
幹
線
の
車
庫
や
検

査
線
が
11
線
配
置
さ
れ
、
そ
の
広

大
さ
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。 

 

敦
賀
は
、
明
治
に
日
本
海
側
に

初
め
て
鉄
道
が
や
っ
て
き
た
街
で 

す
。
今
度
は
東
京
か
ら
の
終
着
駅

に
な
り
ま
す
。 

 

２
０
２
４
年
の
開
業
時
に
は
沢

山
の
人
が
敦
賀
に
来
ら
れ
る
で
し

ょ
う
、
満
足
し
て
頂
け
る
よ
う
な

お
も
て
な
し
力
を
つ
け
た
い
と
感

じ
ま
し
た
。 

 
 
 

野
添 

功 

    
 

 

鉄
道
開
業
１
５
０
年
の
記
念
の

年
に
、
鉄
道
の
近
代
化
ま
で
の
歴

史
を
学
び
、
私
た
ち
の
街
敦
賀
が
、

そ
の
黎
明
期
に
は
た
し
た
役
割
を

再
認
識
す
る
た
め
の
研
修
で
し
た
。 

 

博
物
館
で
一
番
楽
し
み
だ
っ
た

の
は
、
保
存
さ
れ
て
い
る
蒸
気
機

関
車
Ｄ
５
１
１
と
の
対
面
で
し
た
。

こ
の
形
式
の
蒸
気
機
関
車(

Ｓ
Ｌ)

は
、
昭
和
11
年
か
ら
製
造
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
第
1
号
機
と
し
て
敦

賀
機
関
区
に
配
属
さ
れ
た
も
の
で
、

正
面
に
掲
げ
ら
れ
た
金
色
に
輝
く

「
Ｄ
５
１
１
」
の
文
字
板
を
仰
い

で
、
あ
ぁ…

、
８
６
年
前
、
こ
の 

Ｓ
Ｌ
が
敦
賀
の
街
を
走
り
抜
け
日 

西

福

寺

の

各

種

イ

ベ

ン

ト 

も
清
ら
か
穏
や
か
健
や
か
に
。
研
修

と
し
て
人
気
の
体
験
会
で
す
。 

回
廊
カ
フ
ェ
（
不
定
期
開
催
、
金
・

土
曜
・
要
予
約
・
有
料
） 

 

四
修
廊
下
か
ら
の
名
勝
庭
園
や
巨

木
ス
ダ
ジ
イ
を
眺
め
な
が
ら
茶
懐
石

弁
当
と
抹
茶
を
お
楽
し
み
い
た
だ
き

ま
す
。
庭
園
の
ち
い
さ
な
滝
の
音
、

優
し
く
流
れ
る
風
に
癒
し
を
感
じ
ら

れ
ま
す
。 

ミ
ニ
回
廊
カ
フ
ェ
（
不
定
期
開
催
・

要
予
約
・
有
料
） 

 

四
修
廊
下
に
て
特
注
テ
ー
ブ
ル
で

一
人
の
時
間
を
堪
能
で
き
ま
す
。
抹

茶
と
特
製
西
福
寺
せ
ん
べ
い
で
お
過

ご
し
く
だ
さ
い
。 

幽
玄
茶
会
（
不
定
期
開
催
・
要
予

約
・
有
料
） 

 

自
然
の
音
だ
け
に
包
ま
れ
な
が 

 

 
 
 
 

ら
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ 

 
 
 
 

た
庭
園
を
眺
め
ま
す
。 

 
 
 
 
 

日
中
と
は
違
っ
て
み 

 
 
 
 

え
る
西
福
寺
を
一
服
の 

 
 
 
 

抹
茶
と
と
も
に
楽
し
め 

 
 
 
 

ま
す
。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

西
福
寺
連
絡
先
： 

 
 
 
 

電
話
（
22
）
３
９
２
６ 

 

西
福
寺
で
は
、
住
職
に
よ
る
法
話
を
始
め
、
茶
会
な
ど
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
参
加
に
際
し
て
は
実
施
状
況

な
ど
を
確
認
下
さ
い
。 

請
い
願
い
沢
山
の
信
者
縁
者
が
納
骨

さ
れ
ま
す
。
十
年
を
刻
期
と
し
、
千

部
納
骨
大
法
要
を
勤
め
、
尊
骨
を
以

て
倶
会
一
処
の
舎
利
如
来
と
し
て
造

立
し
、
遺
族
縁
者
が
お
参
り
で
き
る

よ
う
に
、
境
内
に
「
骨
仏
（
舎
利
如

来
）
」
を
お
祀
り
し
て
お
り
ま
す
。 

四
神
相
應
の
地 

第
十
五
世
中
興
道

残
上
人
は
、
こ
の
地
を
四
神
相
應
の

地
と
し
て
、
佛
菩
薩
・
天
神
地
祇
に

守
護
ら
れ
た
念
佛
弘
通
の
最
た
る
地

で
あ
る
と
讃
え
て
い
ま
す
。
天
の
四

神
の
方
角
に
相
應
し
た
地
上
で
最
良

の
地
勢
を
い
い
、
東
に
流
水
、
西
に

大
道
、
南
に
平
野
、
北
に
丘
陵
の
あ

る
地
を
い
い
ま
す
。
こ
の
地
に
於
い

て
、
「
流
水
」
は
波
頭
逆
巻
く
日
本

海
、
「
大
道
」
は
西
方
極
楽
浄
土
へ

の
道
、
「
平
野
」
は
野
坂
山
麓
一
帯

の
地
を
通
し
て
大
き
く
都
を
指
し
、

「
丘
陵
」
は
大
陸
（
唐
天
竺
）
を
指

し
て
い
る
と
も
い
わ
れ
ま
す
。 

 

  

開
創
縁
起 

良
如
上
人
が
布
教
行
脚

の
途
中
で
敦
賀
湊
を
過
ぎ
た
こ
ろ
、

笙
ノ
橋
よ
り
西
、
光
明
の
中
に
往
立

す
る
阿
弥
陀
三
尊
を
見
て
、
光
明
を

た
ど
り
こ
の
地
（
原
）
に
来
た
と
こ

ろ
、
白
狐
が
あ
ら
わ
れ
て
山
麓
に
い

た
る
と
三
尊
は
た
ち
ま
ち
に
大
石
、

三
尊
石
と
化
し
ま
し
た
。 

 

不
思
議
な
気
持
ち
で
鍬
を
ふ
り
ま

す
と
、
地
中
よ
り
銀
匙
、
銅
鉢
、
和

同
開
珎
銭
が
出
ま
し
た
。
こ
れ
は
仏

法
有
縁
の
地
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
の

昔
の
伽
藍
の
跡
で
す
。
上
人
は
こ
こ

に
一
宇
建
立
の
志
を
決
し
ま
し
た
。 

 

後
光
厳
天
皇
が
こ
の
奇
瑞
を
聞
き

及
び
、
伽
藍
建
立
の
勅
許
を
下
さ
れ

ま
し
た
。 

越
の
秀
嶺 

西
福
寺
は
、
徳
川
家
が

浄
土
宗
に
篤
く
帰
依
し
て
い
た
こ
と

に
も
縁
り
ま
す
が
、
福
井
藩
と
の
つ 

 

し
て
お
り
、
「
四
修
廊
下
」
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。 

書
院
及
び
庫
裏
（
重
要
文
化
財
） 

 

庭
園
に
面
し
て
建
つ
書
院
は
、

切
妻
造
銅
板
葺
の
建
物
で
、
南
側

に
庫
裏
が
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。 

 

庫
裏
は
、
切
妻
造
桟
瓦
葺
で
す

が
、
も
と
は
板
葺
で
あ
っ
た
と
推

測
さ
れ
て
い
ま
す
。 

書
院
庭
園
（
国
指
定
名
勝
） 

 

江
戸
中
期
の
作
庭
で
、
上
方
の

三
尊
石
を
要
と
し
て
扇
形
に
開
く

斜
面
の
随
所
に
立
石
を
配
し
、
手

前
下
方
に
園
池
を
設
け
て
極
楽
浄

土
を
表
現
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
書
院
や
渡
廊
下
な
ど
と
よ
く

調
和
し
、
四
季
折
々
の
表
情
を
見

せ
て
く
れ
ま
す
。 

西

福

寺

境

内

の

見

ど

こ

ろ 

西
福
寺
の
お
は
な
し 

鉄
道
カ
フ
ェ 

 

新
幹
線
が
や
っ
て
く
る 

４ 

県
外
研
修 

 
 

京
都
鉄
道
博
物
館
視
察 


